
【取組内容】 自己選択・自己決定の場の設定

苅田町立与原小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

① 個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

１単位時間の学習過程として、課題設定を全体で行った後、学習方法・表現方法を自己選択・自己決定する

場をつくり、主体的に学べるようにした。

タブレットとノートの自己選択学習活動と表現方法の提示 電子黒板に全員の学習過程をあげた。                                        

ルーブリックの提示

ルーブリックをもとに
振り返り,他者参照を可
能にした。

これまでの学び方を生かして、学習活動と表現方法を自己選択・自己決定する場を設けた。学習活動において

は誰と学ぶのか、表現方法ではノートとタブレットのどちらで表現するかを選択させた。その際、ルーブリックを提示し共
有することで、子どもたちがどのように学んでいくとよいか具体的にイメージできるようにした。
学習過程や振り返りを他者参照できるようにしたことで、お互いに学び合ったり、よりよい表現方法を取り入れたり
する姿が見られた。
展開における教師の支援は、今後の課題ではあるが、コーチングの関わりが大切ではないかと考えている。



【取組内容】 ポータルサイトの作成と活用

苅田町立与原小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

① 個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

単元のポータルサイトを作成し活用した。ポータルサイトに、１単元について、２既習の学習、３学習計画、４学びの

広場、５ふり返りの項目をつくったことで、児童がほしい情報を閲覧・確認できるようになった。ルーブリックをもと振り返る学

び方が身についてきた。

ポータルサイトの活用については、特に高学年に有効であった。低学年・中学年は、学び方を鍛えながら発達段階に

合ったものを考えていく必要がある。



【取組内容】 発達段階に応じた情報活用能力の段階的な育成

苅田町立与原小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

② 情報活用能力の育成 発達段階に応じて段階的に情報活用能力を育成していくために、「情報
活用能力育成のための指導計画」を作成している。各学年で身に付けておくべき活用能力を共通理解
し、できることは前倒ししながら活用能力の習得を目指している。今後は、定期的に児童が達成度チェッ
ク行っていくことで、児童の達成意欲も高まり、効果的だと考える。

【情報活用能力育成のための指導計画】
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【取組内容】 教職員用ポータルサイトによる情報の一元化（研究授業協議会での活用）

④ 校務DX 教職員が活用するポータルサイトを作成し、毎日の欠席連絡、行事予定の確認、毎週行う「気になる子のチェック」、毎月
行う「いじめアンケート」や安全点検など、あらゆる情報をポータルサイトから閲覧・活用できるようにした。その際、スプレットシートやGoogle
フォームを活用することにより、入力や集計が短時間ででき、校務の効率化へと繋がった。例えば、研究授業の際には、指導案を職員用クラ
スルームから閲覧できるようにし、ペーパーレス化を図った。また、授業後の協議会では、スプレットシートやGoogleフォーム、chatGPT、オン
ラインホワイトボードソフトを活用、その場でより多くの意見を収集、整理、共有することができた。

苅田町立与原小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

欠席連絡の確認
安全点検の結果の確認

Googleフォーム

「気になる子チェック」
スプレットシート

「いじめアンケート」
Googleフォーム
結果の確認

今日、明日の予定の確認

「ETYシート」で気になる事案
を共有

※例えば･･･ポータルサイトの「職員室クラスルーム」から研究授業の協議会で使用する情報の出入力を行う。

スプレットシート
有効だと思われる手立てを入力。
その後研修で学んだことを各自でま
とめ、共有。

ホワイトボードソフト
有効だと思われる手立てをグ
ループで話し合いながら入力。
その後、全体で共有。

Googleフォーム
有効だと思われる手立てをフォーム
に入力。その後、chatGPTで分類整
理し、全体で共有。

教職員用ポータルサイトを作成したことにより、教職員の作業時間が短縮され、業務の効率化を図ることができた。また、校内研修でスプレットシート、
Googleフォーム、ChatGPTを活用したことにより、職員がよさを実感し授業実践での活用への意欲が高まった。事後の教職員ICTアンケートにおいても、
「情報活用能力が向上した」と実感している教職員の割合が増加した。今後もICT支援員と連携して、校務の効率化を目指す必要がある。

情報共有


